
金
協
宵
郡
志

品世

四

し
。
立
保
=
一年
十
月
九
日
御
窓
也
。
と
見
え
‘
葛
北
也
昌
興
自
紀
元
総

二
年
五
月
十
九
日
の
僚
に
、
細
川
太
の
御
太
刀
.
御
節
桜
御
守
政
と
し

t
御
部
鹿
児
指
泣
か
る
込
底
.
久
丸
君
御
守
護
K
金
保
へ
遣
さ
る
山

に
付
、
右
御
太
刀
と
小
鍛
冶
の
御
脇
ま
と
取
替
へ

ら
れ
、
小
鍛
冶
の

御
長
刀
は
、
御
盟
桜
・
御
敬
核
の
御
守
護
に
金
谷
屋
敷
の
御
卒
に
指

泣
か
る
与
に
付
.
久
丸
君
の
御
守
秘
民
地
さ
る。

代
り
御
道
具
の
事
、

今
日
本
阿
摘
光
山
へ
御
得
の
慮
、
=
一他
可
ν
然
旨
言
上
す
。
三
池
の
御

道
共
は
、
山
川
三
眼
御
土
磁
K
有
ν
之
山
。
末
の
三
池
も
此
作
に
は
奇
妙

有
ν
之
官
、
常
に
人
口
に
あ
る
庭
也
。
体
太
の

御
太
刀
小
鍛
冶
の
御

長
刀
は
.
本
阿
朔
拭
ふ
時
分
.
制
批
柑
逃
致
し
相
勤
む
る
由
也
。
如
v
此

の
類
向
有
v
之
哉
の
旨
御
輸悼の
成
、
公
方
家
よ
り
本
阿
粥
へ
代
々
御
町
出

け
の
鬼
丸
の
太
刀
、
掠
又
枯
副
議
に
滋
切
と
放
す
る
御
削
腕
.
赴
等
拭
ふ

時
分
も
抑
制
精
進
仕
け
り
。
以
上
凶
脱
の
外
は
無
ν
之
官
官
上
す
。
と
あ

り。

亭
保
三
年
九
月
本
開
孤
十
郎
右
街
門
よ
り
金
部
側
阿
骨
根

m掬

太
郎
等
宛
名
の
合
簡
に
.
足
利
窓
代
之
御
太
刀
二
つ
銘
・
鬼
丸
大
体

太
.
布
三
拡
は
別
而
銀
貨
の
太
刀
に
て
有
ν
之
。
右
之
内
二
つ
銘
は
山

城
闘
凌
治
山
K
有
v
之
。
大
即
時
太
は
御
図
新
，丸
陀
只
今
有
v
之
。
鬼
丸

は
叫
一
臣
秀
吉
公
よ
り
木
阿
弧
光
徳

へ
御
預
け
被
ν
成
。
大
坂
簿
披
之
以

、l

の
御
臨
物
陀
付
、
前
々
よ
り
萄
江
剣
袋
入
に
て
別
箱
入
陀
成
し
置
か

る
L
K
付
.
格
別
に
心
斜
乎
入
仕
烈
る
臓
、
近
年
是
も
地
上
主
離
れ

候
仕
立
に
被
=仰
付
一
全
く
仰
太
御
太
刀
・小
鍛
冶
御
薙
刀
の
通
り
陀

命
ぜ
ら
れ
、
別
し
て
傘
微
仕
る
の
回
目
雪
上
す
。
今
按
宇
る
に
、
右
小

鍛
冶
の
腰
物
と
云
へ
る
は
、
お
傘
昌
蹴
(
自
記
花
、
元
総
二
年
五
月
十

八
目
、比
日
鋼
部
養
叔
.小
鍛
冶
{一市
近
の
脇
指
を
酔
棚
上
す
。
是
は
元
秀

吉
公
よ
り
備
前
上
様
へ
被
v
進
出
内
側
前
上
様
召
仕
は
る
h
朝
鮮
人
左

京
と
云
ふ
者
陀
下
さ
れ
し
を
、
養
叔
の
弟
裳
佐
を
左
京
の
養
子
に
約

束
せ
し
に
・
件
の
脇
晃
一
を
授
け
、
今
養
佐
の
子
義
務
家
縦
た
る
成
、

内
h
k

多
貿
信
浪
花
附
一
-申
之
一
一
頃
日
進
a
献
之
プ
と
あ
り
。
備
前
上
級
と

は
、
宇
喜
多
中
納
言
秀
家
卿
の
袋
家
陀
て
・
利
家
卿
第
凶
の
息
女
な

り
。
前
問
一
品
略
語
に
、
於
旭
川娘
夫
正
二
年
生
唾
幼
而
錦
a

盟
太
閤
秀
吉

公
之
餐
女
プ
被
'
嫁
E

倒
的
中
納
言
禿
寂
卿
↓
放
世
人
m
ma一備
前
上
級
↓
生
a

二
男
一
女
可
能
長
五
年
秀
家
卿
被
ν
配
=流
子
八
丈
鴎吋
依
而
来
a
予
加
州

金岬伸
一
似
品化
粧
問
千
五
百
石
寸
寛
永
4
E

一
年
五
月
廿
三
日
卒
。
年
六

十

一
。
枕
r
樹
疋
院
殴
↓
と
あ
り
。
堀
部
養
放
及
び
弟
養
佐
は
冒
立
文

十
一
年
の
士
般
に
・
二
百
石
諸
問
堀
部
養
叔
・宵
五
+
石

間四
阿
鋼
部

養
佐
と
見
b
、
元
紘
一
冗
年
の
士
艇
に
、
二
拾
人
扶
持
鋼
部
養
碩
・拾
人

金
四
岬
古
帥
剛
志
巻
田

後
.
台
徳
会
へ
本
阿
川
淵
光
室
よ
り
及
ν
伺
候
庭
、
永
々
木
阿
踊
市
慌
に
御

指
也
之
段
被
a
仰
波
ヱ
柏山
地
丸
は
閣
制
陀
候
。
架
間
口
陀
て
打
ち
た
り
。

相
談
図

K
Wく
在
図
の
時
は
、
良
国
と
も
打
ち
た
り
。
源
氏
京
代
の

鬼
切
・
鬼
丸
と
一
主
ふ
山
地
丸
な
り
。
鬼
切
は
法
子
丸
共
一
耳
ム
。
只
今
松
平

越
後
段
民
有
v
之
。
笠
子
丸
は
安
網
な
り
。

山地
切
・
鬼
丸
の
骨
盤
細
血
は

太
平
記
に
委
し
く
有
ν
之
過
に
候
-
E
K
と
。
此
の
役
簡
は
熊
谷
止
新

の
享
保
机
州
民
放
せ
た
り
。
叉
沓
務
十

一
世
会
路
中
将
治
倫
卿
の
時
、

仰
太
・
小
鍛
冶
前
録
制
酬
の
事
を
ば
内
野
寂
し
給
ム
陀
付
き
.
先
政
七
年

六
月
本
阿
爾
よ
り
納
戸
奉
行
宛
所
に
て
言
上
書
花
、
大
僻
太
と
小
鍛

冶
{一市
近
と
の
品
位
の
俄
御
訪
ね
に
付
宮
古
上
す
。

一
休
作
品
位
刊
に

定
り
有
ν
之
。
最
上
の
位
と
申
す
は
、
吉
光
・正
宗
・義
弘
に
て
、
小
鍛

治
は
右
三
作
に
引
絞
き
た
る
位
也
。
大
仰
太
は
宗
近
よ
り
盗
に
枕
劣

る
と
い
へ
ど
も
、
足
利
家
代
々
相
伴
の
寂
鍬
三
振
の
内
に
て
.
天
下

の
提
訴
に
付
吉
、
作
品
K
不
ν
拘
傘
宮
口
m
な
り
。
御
家
小
鍛
治
の
苑
刀

は
、
松
雲
公
の
御
時
、
仰
太
の
通
り
地
上
を
離
れ
候
仕
立
に
被
=仰
付
↓

共
頃
先
組
本
阿
開
閉
光
市
よ
り
言
上
し
、
袋
も
初
江
錦
K
命
ぜ
ら
れ
、

一
休
の
仕
立
仰
太
同
様
の
御
倣
ひ
に
成
り
た
り
。
今
般
御
野
ね
の
小

鍛
冶
御
腰
物
は
、
外
の
名
物
商
代
の
御
道
具
と
も
迷
ひ
、
御
家
非
類

扶
持
堀
部
臨常
務
と
あ
り
て
‘
右
小
鍛
冶
の
腰
物
は
務
蒜
よ
り
進
献
せ

し
短
刀
な
る
都
知
ら
れ
け
り
。
加
藤
叩
抗
の
山
剛
山
私
記
K
.
天
下
の

録
制
腕
七
作
は
、
盟
後
行
千
筑
後
」
ニ
他
・
山
城
，建
牒
・
央
州
，
貧
誇

出抑制
，月
山・
磁
腿
，波
平
・
筑
前
，金
剛
兵
衛
・
以
上
七
作
必
十
化
生

恐
る
云
々
と
。

O 
御

+ 
4じ

止田

此
の
地
は
・
薪
，丸
よ
り
本
丸
町
石
垣
下
へ
往
く
問
左
る
袋
地
陀
て
・

向
石
垣
下
の
地
を
呼
べ
り
。
賀
賂
火
災
前
の
城
中
の
凶
を
見
る
に
、

此
の
地
K
長
屋
凹
筋
あ
り
。
立

武
附
年
の
士
艇
に
、
御
傍
然
横
地
警

九
郎
御
花
畑
有
ν
之
。
と
あ
り
。
此
の
御
花
畑
も
同
地
な
る
べ
し
。
此
の

地
主
御
花
畑
と
呼
べ
る
は
・
往
古
城
中
本
丸
の
地
に
本
源
寺
あ
り
し

闘
の
遺
冊
併
に
て
、
蓮

池

極
地
問
橋
等
の
沓

m
k同
じ
と
一五
へ
り
。
金

峻
深
秘
録
K
一同
ム
o
御
花
畑
は
昔
一

向
{-M
の
御
堂
本
丸
に
あ
り
し
頃

は
・
本
丸
を
上
品
上
生
の

惑
と
名
付
け
、
御
花
畑
・蓮
池
を
見
h
M

ろ

し
・街
地
掃
の
畑
町
粧
を
表
し
た
る
も
の
敗
。
と
い
へ
り
o
平
次
按
宇
る
花
、

山
本
基
府
銭
記
医、

利
常
卿
の
時
、
近
藤
加
左
衛
門
は
御
露
地
の
御

用
制
勤
め
た
り
。
或
時
御
花
畑

へ
御
出
御
児
被
v
成
け
る
施
、
菊
陀
養

ひ
を
仕
け
る
休
を
御
開
地
被
v
成
・
如
何
と
御
野
被
ν
成
庭
、
加
左
術
門・




